
乗車 １便 運行
人数 当たり 便数

２月 251 1.4 180
３月 378 1.6 230
４月 343 1.6 210
５月 313 1.7 180
６月 411 1.9 220
７月 438 2.2 200
８月 476 2.2 210
９月 552 2.7 200

ミニかこバス土山コース利用状況

２
月
か
ら
運
行
さ
れ
て
い
る
、
ミ
ニ
か

こ
バ
ス
土
山
ル
ー
ト
の
利
用
状
況
で
す
。

運
行
開
始
時
か
ら
少
し
利
用
が
増
え
て
い

ま
す
が
大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。

緑
ヶ
丘
方
面
か
ら､

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
ー

へ
行
く
と
き､

土
山
駅
で
降
り
な
く
と
も
料

金
が
２
０
０
円
に
な
る
こ
と
へ
の
不
満
も

聞
こ
え
ま
す
。

ま
た
、
バ
ス
停
を
増
や
し
て
欲
し
い
と

の
声
も
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

自
宅
前
の
溝
蓋
が
壊
れ
て
危
険
な
の
で､

補
修
を
し
て
も
ら
え
な
い
か
と
近
所
の
共

産
党
の
方
に
相
談
し
た
ら
、
立
花
市
議
に

連
絡
し
て
下
さ
り
、
立
花
市
議
が
担
当
課

と
交
渉
し
て
直
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

感
謝
し
て
い
ま
す
。

（
二
俣
・O

生
）

９
月
25
日
行
わ
れ
た
関

西
学
生
対
校
女
子
駅
伝
で

６
位
に
入
り
、
10
月
31
日

仙
台
市
で
開
か
れ
る
全
日

本
大
学
駅
伝
の
出
場
が
決

ま
り
ま
し
た
。

２
年
前
の
初
出
場
の
大
会
で
は
、
21
位

で
し
た
が
今
回
は
も
っ
と
上
位
を
め
ざ
し

て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
で
応

援
し
ま
し
ょ
う
。

毎
年
９
月
30
日
頃
に
中
野
の
水
田
に
円

形
に
刈
り
取
ら
れ
た
穴
が
出
現
し
ま
す
。

今
年
も
10
月
3
日
、
桜
井
鉄
工
南
方
の
水

田
に
穴
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
江
戸
時
代
（
１
７
８
９
年
）
か

ら
続
く
収
穫
量
調
査

（
坪
刈
り
）
の
跡
で

す
。
1
ｍ
強
の
棒
で

一
坪
の
円
を
描
き
そ

の
中
の
株
を
昔
な
が

ら
の
方
法
で
脱
穀
、

収
量
を
記
録
し
ま
す
。

昔
は
こ
の
結
果
に
よ
っ

て
年
貢
が
決
ま
り
ま

し
た
。
収
穫
量
が
少
な
す
ぎ
て
年
貢
が
な

く
な
る
年
も
あ
り
ま
し
た
。
今
年
の
収
穫

量
は
３
㎏
と
豊
作
水
準
で
し
た
。

一
票
が
政
治
を
変
え
る
国
に
い
て

そ
の
一
票
に
気
づ
か
ぬ
人
も

城
の
宮

大
中

肇

かこむ２階会議室A

1１ 月 1６ 日（火）

１８時15分～

ご案内

なんでも無料法律相談会

党市議団と弁護士が対応します

申し込みは立花議員へ

☎ 090-5127-4316

と き

ところ

何
時
も
ご
愛
読
い
た
だ
い

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
読
者
の
交

流
の
場
に
す
る
た
め
に
、
投
稿
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
題
材
は
自
由
で
す
。

一
色

安
養
寺
３

赤
穂
浪
士
の
供
養
塔
が
？

一
色

安
養
寺
山
門
す
ぐ
横
に
宝
篋
印

塔
（
ほ
う

き
ょ
う
い

ん
と
う
）

が
２
基
あ

り
ま
す
。

無
銘
の
方

は
中
村
勘

助
の
供
養

塔
と
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。
が
、
年
代
が
合
い
ま
せ
ん
。

勘
助
は
元
禄
十
四
年
江
戸
城
の
刃
傷
事
件

で
藩
主
切
腹
。
翌
年
四
七
士
と
し
て
吉
良

邸
討
入
り
、
切
腹
の
刑
に
処
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

安
養
寺
五
世
瑞
雲
霊
峰
和
尚
は
勘
助
の

次
男
で
し
た
。
五
歳
の
時
父
の
切
腹
に
よ

り
奥
州
白
川
の
母
の
実
家
に
預
け
ら
れ
の

ち
出
家
し
ま
し
た
。
元
文
三
年
縁
あ
っ
て

安
養
寺
五
世
に
就
任
し
た
和
尚
は
宝
篋
印

塔
を
祭
祀
し
、
日
夜
父
母
一
族
の
冥
福
を

祈
っ
た
。
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

山
の
上
の
小
さ
な
地
域
博
物
館

館
長

木
戸
久
裕

平
岡
町
内
街
道
散
策
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学生オンラインゼミで志位委員長が語る
漸
増

ミ
ニ
か
こ
バ
ス
の
利
用

日本共産党 ｗｗｗ.Jcp.or.ｊｐ/

社会主義/共産主義の具体的なイメージは

道
路
の
改
修
あ
り
が
と
う

第一は労働時間がうんと短くなる社会です。そのことによって、

すべての人間が自分の能力を自由に全面的に発展させることがで

きるようになる社会、これが私たちのめざす社会です。

労働時間を短くできる一つは、生産手段の社会化によって、人

間による人間の搾取がなくなるからです。今の日本では、労働時

間の半分以上が搾取され、資本に吸い上げられています。もう一

つは、浪費がなくなるからです。資本主義は利潤第一のもうけが

最優先ですから、「大量生産・大量消費・大量廃棄」が特徴です。

こういう浪費を一掃すれば、今の水準でも社会全体が豊かになる

し、労働時間も短くすることができます。

第二は、資本主義の下でかちとった価値あるものをすべて引き

継ぎ、豊かに発展させ、花開かせる社会です。日本も日本国憲法

の下で自由と民主主義の様々な制度がつくられました。こういう

制度をみんな引き継ぎ、豊かに発展させていくのです。つぶれて

しまった旧ソ連とか、今の中国のような自由も民主主義も人権も

ないような社会は私たちのめざす社会ではありません。

今は、個人の自由や権利についての自覚、民主主義や人権、ジェ

ンダー平等の感覚なども成長してきています。こうした人間の豊

かな個性も大事にして未来に引き継いでいくのです。人間の自由・

解放こそ、社会主義・共産主義の特徴です。（要旨抜粋）

差
し
上
げ
ま
す

譲
っ
て
く
だ
さ
い

★

中
古
の
パ
ソ
コ
ン

プ
リ
ン
タ
ー

お
使
い
に
な
ら
な
く
な
っ
た
物
が
あ
れ

ば
安
価
で
お
譲
り
を ①ポータブルミシン

シンガー（上写真）

（コンピューター

ミシン７９００）

②足踏みミシン

検索

短
歌
投
稿

境内の説明版

兵
庫
大
学
女
子
駅
伝
部

全
国
大
会
出
場
決
め
る

中
野
で
坪
刈
り

232
年
続
く


